
アトピー性皮膚炎に対する可視総合光線療法

一般財団法人光線研究所

研究員 市川 博幸

所長 医学博士 黒田 一明

アトピー性皮膚炎については本紙第５０６号(平成１３年６月１日号)でも解説
しましたが、痒みを伴う湿疹が体にでき、「良くなったり、悪くなったり」を

繰り返す慢性疾患です。

可視総合光線療法でアトピー性皮膚炎が良くなっている方は多くみられます

が、治療の経過で痒み赤みが増したり、乾燥が強くなりひび割れて皮膚炎が悪

化することもあり、光線治療を諦めてしまう方もいるようです。今回はアトピ

ー性皮膚炎の最近の研究結果と光線療法について解説します。

■アトピー性皮膚炎と保湿

アトピー性皮膚炎の症状には強い痒みがあります。皮膚を掻くことで傷がつき、雑菌が

入り皮膚炎が悪化することになります。皮膚を頻繁に掻くことが多いため皮膚の修復が間

に合わず治癒が遅れてしまいます。痒みの軽減には皮膚を保湿することが重要と言われて

います。この関係について次のような研究報告(日本の研究２０１６年)がありました。
この研究は、アトピー性皮膚炎を自然発症するマウスを使った動物実験で、掻破(掻き
むしる)行動の強いアトピー性皮膚炎のマウスでは、保湿力の低下によって免疫異常がお
こることが明らかになりました。このマウスの皮膚に保湿効果のあるワセリンを塗ったと

ころ、アトピー性皮膚炎の改善効果が認められました。このことからアトピー性皮膚炎で

は保湿が重要ということが再認識されました。

昔から日光浴は皮膚病に有益な効果が認められています。この効果は光線療法と同じ紫

外線、可視線、赤外線の連続スペクトルの作用によるもので、中でも紫外線による殺菌効

果やビタミンＤ産生の効果が大きく関与しています。日光療法とアトピー性皮膚炎の関連

について多くの研究があります。

フィンランドの研究(２００８年)では、フィンランド在住の成人アトピー性皮膚炎患者の
日光療法について、日差しが強いカナリヤ諸島で２週間日光浴をさせた結果、血中ビ夕ミ

ンＤ濃度が上昇してアトピー性皮膚炎が改善されたことが報告されています。

ノルウェーの研究(２００６年) でも小児のアトピー性皮膚炎患者を同じようにカナリヤ
諸島で１カ月間生活させたところ、アトピー性皮膚炎が改善し、この改善は帰国３カ月後

も継続していたことが報告されています。
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